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～ 本格的なメンテンスサイクルを始動 ～ 

道路メンテナンス総力戦 

・高度経済成長期に建設された橋梁などの道路構造物は、今後高齢化
が急速に進行 

・道路構造物の計画的な点検や、メンテナンスに取り組むことが必要 

■静かに危機は進行している・・・。 

Vol.１<H26.9> 

迫り来るインフラ老朽化の波  

・道路構造物の計画的な点検により早期に損傷を発見し、重大な損傷に
至る前に対策を実施する「予防保全型」の維持管理により、道路ス
トックの長寿命化の取り組みを強化 

■予防的な保全を進めるメンテナンスサイクルの構築 

主桁の腐食 床板の剥離 

トンネル 

はく離鉄筋露出 
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道路メンテナンス総力戦    ～ 道路メンテナンスの取り組み ～ 

■道路構造物の高齢化が進行 

・九州管内の橋長２ｍ以上の橋梁は
約１０万橋 

・そのうち、約７割を市町村が管理 

・高度経済成長期に、集中的に建設
された橋梁などの道路構造物は、
今後急速に高齢化し、建設後５０
年経過する橋梁が１０年後には４
割以上、20年後には約7割になる
見通し 

■最後の警告-今すぐ本格的なメンテナンスに舵を切れ 

・平成２５年４月時点の、通行止めや重量
制限などの通行規制されている橋梁（橋
長15m以上）は、九州管内で１５１箇所
（全国で約２,000箇所） 

【現在】 【10年後】 【20年後】 

■建設後５０年以上経過の橋梁の割合 

橋梁 
約101,000橋 
(橋長2m以上) 

高速道路 
1％ 国3％ 

都道府県 
19％ 

政令市 
7％ 

市町村 
70％ 

18％ 

82％ 
44％ 56％ 68％ 

32％ 

■道路種別別の橋梁数（割合） 

■通行規制がある橋梁数 

現場実習の状況 
（福岡県） 

メンテナンス会議 
（宮崎県） 

■メンテナンス技術者育成研修の実施 
・直轄職員及地方自治体職員を対象に、点検・診断技術の向上を図る 
 ため、メンテナンス研修を開催 

・社会資本整備審議会道路
分科会の家田会長より太田
国土交通大臣へ 
「道路の老朽化対策の本格
実施に関する提言」を手交
（H26.4.14） 

三つの課題（人不足・技術力不足・予算不足）の解決に向け、国 
・県・市町村が連携を図る道路メンテナンス会議を九州全県で設置 

■道路メンテナンス会議の発足 

・法令改正により、国・県・市町村道を含め５年に１回の頻度で近接目視
による点検を規定。(H26.7.1施行） 

現場実習の状況 
（鹿児島） 

■５年に１回、近接目視により点検 
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